
月日 講　座　名 時間 受講料 講　座　内　容 単位

4/13
(土)

大学院講義連携セミナー
(がん治療・緩和医療特別講義Ⅱ)

17：30
・

20：30
3,000円

がん化学療法と緩和ケア（1）
　　●がん患者の有する神経障害性疼痛
　　　　井関　雅子（順天堂大学医学部）
　　○【症例検討】

2

4/21
(日)

薬剤師生涯学習・講演会シリーズ
13:30

・
17:00

2,000円

環境因子と呼吸器疾患
　　●環境と健康　狭義の環境要因―環境汚染物質―による
        健康影響と広義の環境要因によるその予防・軽減
　　　　高野　裕久（京都大学大学院工学研究科）
　　●気管支喘息の病態理解の変遷と治療の進歩
　　　　一ノ瀬　正和（東北大学大学院医学系研究科 ）

2

5/19
(日)

生涯教育講座
13:30

・
17:00

2,000円

関節痛の臨床
　　●関節リウマチ（RA）の関節痛に対するトータルマネージメント
　　　　石川　肇（新潟県立リウマチセンター）
　　●変形性膝関節症と肩関節周囲炎
　　　　玉井　和哉（独協医科大学整形外科）

2

5/25
(土)

大学院講義連携セミナー
(がん治療・緩和医療特別講義Ⅱ)

17：30
・

20：30
3,000円

がん化学療法と緩和ケア（2）
　　●今、緩和医療と考える
　　　　村上　雅彦（岩手県立大船渡病院　緩和医療科）
　　○【症例検討】

2

6/9
(日)

薬剤師生涯学習・講演会シリーズ
13:30

・
17:00

2,000円

アルツハイマー治療の最前線
　　●アルツハイマー病治療薬の現状と将来展望
　　　　杉本　八郎（同志社大学大学院　脳科学研究科）
　　●アルツハイマー病先制医療の開発に向けて：現状と展望
　　　　富田　泰輔（東京大学大学院　薬学系研究科 ）

2

6/15
(土)

大学院講義連携セミナー
(がん治療・緩和医療特別講義Ⅱ)

17：30
・

20：30
3,000円

がん化学療法と緩和ケア（3）
　　●がん化学療法における薬剤師の安全管理
　　　　遠藤　一司（日本臨床腫瘍薬学会理事長・明治薬科大学）
　　○【症例検討】

2

7/27
(土)

大学院講義連携セミナー
(がん治療・緩和医療特別講義Ⅱ)

17：30
・

20：30
3,000円

がん化学療法と緩和ケア（4）
　　●教科書にないがん疼痛薬物療法のコツと
　　　　臨床・基礎研究での新しいオピオイド鎮痛薬の現状
　　　　下山　直(東京慈恵会医科大学　麻酔科学講座）
　　○【症例検討】

2

7/28 13:30

漢方治療　up to date
　　●いのちを繋ぐ女性にやさしい漢方薬

婦人科のからだとこころのトラブルに

平成２５年度前期開催講 会場：星薬科大学

7/28
(日)

薬剤師生涯学習・講演会シリーズ
13:30

・
17:00

2,000円
　　～婦人科のからだとこころのトラブルに～

　　　　塩田　敦子（香川県立保健医療大学）
　　●高齢者の漢方治療
　　　　渡辺　賢治（慶應義塾大学医学部　漢方医学センター）

2

8/31
(土)

実務実習
指導者研修コース

14:00
・

17:00
5,000円

無菌操作・基礎コース　（講義・実技）
　　　　町田　昌明・田中　嘉一　（星薬科大学） 2

9/7
(土）

実務実習
指導者研修コース

14:00
・

17:00
5,000円

無菌操作・応用コース　（講義・実技）
　　　　町田　昌明・田中　嘉一　（星薬科大学） 2

9/8
(日)

大学院講義連携講座
(がん治療・緩和医療特別講義Ⅰ)

13:30
・

17:00
2,000円

栄養療法 up to date
　　●消化器癌患者の栄養療法 Part 2
　　　　井上　善文（川崎病院）
　　●消化器癌に対する抗癌剤治療の支持療法・
               副作用対策としての成分栄養剤の有効性
　　　　田中　善宏（岐阜大学大学院医学系研究科）

2

9/22
（日）

日本肥満学会連携講座
13:30

・
17:00

2,000円

生活習慣病改善指導
　　●異所性脂肪蓄積と慢性炎症
　　　　小川　佳宏（東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科）
　　●肥満症への包括的治療戦略―フォーミュラ食療法から外科療法―
　　　　白井　厚治（東邦大学医療センター佐倉病院）

2※

5月
｜

12月

社会人大学院（夜間開講）
講義受講コース

19:00
・

21:00
3,000円

詳細はこちらをクリック

　　　　　　http://www.hoshi.ac.jp/home/nintei/pdf/h25yakan.pdf 1.5

・星薬科大学認定薬剤師認定単位を2単位取得できます。

・大学院講義連携セミナーは日本緩和医療薬学会の後援を得ているため、本学認定単位または日本緩和医療薬学会認定単位のいずれかを選択することができます。

※日本肥満学会連携講座は日本肥満学会と共催のため、希望者には生活習慣病改善指導士の認定試験申請資格に関わる単位（2単位）もに付与されます。


